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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

賑
わ
っ
た
納
涼
祭

納
涼
祭
実
行
委
員
会

８
月
１
日
、
中
央
公
園
で
納
涼
祭
を
開
催
、

例
年
を
上
回
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

18
時
30
分
、
清
和
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
幕
。
今
年
は
特
別
企

画
と
し
て
初
の
「
玩
具
花
火
大
会
」
を
実
施
。

地
元
消
防
団
の
も
と
安
全
確
保
を
徹
底
し
、

打
上
96
発
、
噴
出
55
発
、
連
発
５
０
０
発
、

ほ
か
15
ｍ
の
滝
花
火
を
含
め
約
９
，
８
０
０

発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
会
場
は
大
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
盆
踊
り
や
抽
選
会
、
17
店
舗
の
夜
店

も
盛
況
で
し
た
。

実
行
委
員
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
事
故
や
け
が
も
な

く
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

敬
老
の
お
祝
い福

祉
・
保
健
部

今
年
、
長
寿
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
永
く
、
ご
家
族
共
々
、
お
健
や
か
に
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
、
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。上

寿
（
百
歳
以
上
）

２
名

白
寿
（
昭
和
２
年
生
れ
）

１
名

卒
寿
（
昭
和
11
年
生
れ
）

47
名

米
寿
（
昭
和
13
年
生
れ
）

57
名

傘
寿
（
昭
和
21
年
生
れ
）

89
名

喜
寿
（
昭
和
24
年
生
れ
）

１
１
３
名

古
希
（
昭
和
31
年
生
れ
）

51
名

計

３
６
０
名

お
祝
い
の
品
を
敬
老
の
日

前
後
に
お
届
け
し
ま
す
。

総
務
部

日

時

10
月
18
日
（
日
）
10
時

場

所

第
４
自
治
会
館

当
日
は
、
自
治
会
各
部
長
よ
り
上
半
期
の

事
業
報
告
お
よ
び
下
半
期
の
事
業
計
画
の
説

明
を
、
ま
た
会
計
よ
り
中
間
決
算
報
告
を
行

い
ま
す
。
構
成
員
で
あ
る
班
長
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会

安
全
部

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会
が
７
月
５
日
、

24
名
の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
警
察
署
生
活
安
全
課
濱
田
警
部
補
を

講
師
に
迎
え
、
管
内
の
防
犯
情
勢
に
つ
い
て
、

特
殊
詐
欺
の
手
口
や
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
対
策
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
と
実
施

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
未
受
講
者
で
も
実
施
者
証
所
持
者
同

乗
に
よ
り
青
パ
ト
の
活
動
は
可
能
で
す
。

希
望
者
は
、
第
２
自
治
会
館
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。青

色
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

安
心
、
安
全
な
清
和
台
を

犯
罪
か
ら
守
る
大
き
な
抑

止
力
で
す
。

今
後
も
継
続
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

今
回
の
講
習
会
に

新
し
く
５
名
の
方
が
参
加

青
パ
ト

ド
ラ
イ
バ
ー

希
望
者

募
集
中

住
民
の
手
で
守
ろ
う
‼

班
長
会
開
催
案
内



[議題報告事項］
＜行事＞
７月 ・ 三役会 9/6（日）、10/4(日)各10：00

８月 ・ 部長会 9/12（土）、10/10(土)各10：00

11月 ・ (1日)文化祭　・(21日)秋のハイキング 役員会 9/27（日）10：00

・ (22日)秋のクリーンアップ          10/18（日）第4自9：00、班長会10:00

＜連絡・話題＞ ・ 市長訪問を終えて ・ 下期ブロック会議開催について 11/28、29

・ ３自治会情報交換会を終えて ・ 敬老のお祝い対象者集計について

・ ・ LINEチャットを使った会館利用者連絡網について

・ 清和台地域内水路の清掃について ・ 雨堤公園の子ども遊具の更新について

[各部活動・報告］
（総務部） ・

（広報部） ・ 「せいわだいにゅ～す」６、７月号発行　・自治会HP登録　・広報板掲示物更新（6カ所）　・８月休刊

（環境部） ・

・

・ 街路樹伐採活動　清中歩道沿い、清小正門前、東１空き家前、東４・西５緑地樹木

（福祉・保健部）・ 慶弔関係（６月度、７月度合計）　お悔み11件、結婚2件、新生児誕生2件

（文教部） ・ 横断幕点検　中央公園、南小、住宅団地前について新調を検討

（体育部） ・ 春のスポーツ大会協力、納涼祭準備

（安全部） ・ 青パト講習会開催　・防犯カメラの業者点検、部員点検実施　・カーブミラー新設（西５）

交通事故 ・なし 刑法犯罪（６月度、７月度合計）　器物破損３件、空き巣１件、自転車盗難１件

（会館運営部） ・ LINEオープンチャットを使った会館利用者の連絡連携強化

＜会議予定＞

（今年度累計　4～７月）
　　　　　１１８，７４０㎏（前年比９６．０％）

役員会だより

バス停点検清掃  １丁目及び４丁目各上り下りで吸殻、ビニール袋、ティッシュ等回収処分

(1日)納涼祭　・（5、19、26日）夜間パトロール

部長会、役員会開催、上期ブロック会議、運営、議事録作成（６、７月度）、上期自治会費受付・集計

全10公園で空缶、ペットボトル、吸殻、花火、菓子袋などを回収処分

開催　7月20日（484号）・８月２３日（485号）

(5日)青色防犯パトロール講習会

上期ブロック会議を終えて「意見・要望・対処」回覧

資源回収事業実績
 （6月）29,290kg（前年比  88.5%）

（7月）30,430kg（前年比108.7%）

環
境
部

今
月
20

日
（
日
）
か
ら
26

日
（
土
）
は
動
物
愛
護
週

間
で
す
。
動
物
へ
の
理
解
と
愛
護
の
意

識
を
高
め
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
と
共
に
仲
良
く
快
適
に
暮
ら

す
た
め
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
、
マ
ナ
ー
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
ワ
ン
ち
ゃ
ん

①
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド

を
つ
な
ぐ

②
ト
イ
レ
は
散
歩
前
に
家
で
す
ま
せ
る

③
散
歩
中
の
フ
ン
は
衛
生
環
境
を
保
つ

た
め
自
宅
ま
で
持
ち
帰
り
、
尿
は
水

で
流
す

➃
鳴
き
声
で
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

２
．
ネ
コ
ち
ゃ
ん

①
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

②
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

③
迷
子
札
で
身
元
を
表
示
し
ま
し
ょ
う

➃
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
エ
サ
や
り
は

野
良
猫
の
増
加
と
近
隣
の
迷
惑
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
得
な
が
ら
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
猫

に
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
．
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
運
動

自
治
会
で
は
地
域
の
生
活
環
境
と
モ
ラ

ル
の
向
上
を
目
指
し
２
０
１
８
年
か
ら
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

自
治
会
事
務
局
で
は
、
イ
エ
ロ
チ
ョ
ー
ク

や
ペ
ッ
ト
マ
ナ
ー
向
上
パ
ネ
ル
を
無
償
で

提
供
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 令和８年９月１３日（２）

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

(8)

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー

①フンが放置されていたとします③チョークでフンを囲みます

②そこへイエローチョーク協力者が
通りかかったとします

➃発見日時と時間を記入して終了！



ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

後
期
開
催
の
お
知
ら
せ

日

時

10
月
８
日
（
水
）

13
時
～

場

所

第
４
自
治
会
館

日

時

10
月
22
日
（
水
）

10
時
～

場

所

第
１
自
治
会
館

問
合
せ

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

７
９
９
‐
６
８
０
０

両
小
学
校
プ
ー
ル
開
放

今
年
も
清
和
台
ス
イ
ミ
ン
グ
『
Ｎ
Ｓ
Ｉ
』

で
、
夏
休
み
期
間
の
日
曜
日
を
中
心
に

８
回
の
夏
休
み
プ
ー
ル
開
放
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
清
小
、
南
小
別
々

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ

り
両
校
同
時
開
催
と
し
、
実
施
回
数
が

増
え
ま
し
た
。

連
日
の
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

発
令
の
中
、
両
校
児
童
が
一
緒
に
な
っ

て
室
内
プ
ー
ル
で
の
び
の
び
と
プ
ー
ル

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

の
判
断
基
準
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
子
ど
達
も
楽
し
み
に
し
て

い
た
『
水
鉄
砲
大
会
』
の
開
催
は
見
送

り
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

利
用
申
し
込
み

９
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
及
び

居
場
所
と
し
て
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。９

月
は
９
時
か
ら

13

時
ま
で
、
予
約
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
。

10

月
１
日
よ
り
、

全
て
の
部
屋
は
利
用

で
き
ま
す
。

事
務
局Ｔ

Ｅ
Ｌ

７
０
７
‐
２
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
０
７
‐
２
２
５
０

（３） せいわだいにゅ～す 令和8年9月1３日

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

９
月
23
日
（
水
・
祝
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
a
ｆ
e

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
バ
ー
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

10
月
18
日
（
日
）

13
時
30
分

～
15
時

内

容

新
舞
踊

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

※
両
事
業
共
、
清
和
台
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
介
護
相
談
」

が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

10
月
２
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

「
う
た
ご
え
喫
茶
」

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
唄
い
ま
し
ょ
う

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

※
飲
物
は
、
各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

10
月
21
日
（
水
）

10
時
〜
11
時

場

所

友
楽
園
（
東
２
‐
４
‐
32
）

内

容

さ
つ
ま
い
も
ほ
り

「
い
き
い
き
元
気
ク
ラ
ブ
園
芸
」

の
皆
さ
ん
が
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

お
芋
で
す

持
ち
物

飲
み
物
、
長
靴
、
軍
手

ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
等

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
小
雨
決
行

（
荒
天
中
止
）

※
参
加
費
無
料
、

予
約
不
要

※
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ
マ
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

4
月

釜
野

紡

西
１

新
入
会
員

髙
橋

智
弘

西
３

石
黒

裕
樹

東
５

髙
田

修

東
２

他

５
件



せいわだいにゅ～す 令和８年９月13日（４）

猪
名
川
の
清
流
に
、
岩
根
山
、
虫
生
の
森

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
清
和
台
に
は
、

多
く
の
鳥
が
飛
来
し
ま
す
。

春
の
燕
（
ツ
バ
メ
）
、
夏
の
時
鳥
（
ホ

ト
ト
ギ
ス
）
、
秋
の
鷹
（
タ
カ
）
、
冬
の

鴨
（
カ
モ
）
、
季
節
に
応
じ
て
夫
々
色
々

な
姿
を
観
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

春
の
燕
（
ツ
バ
メ
）

３
月
入
る
と
、
南
国
よ
り
清
和
台
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
周
辺
に
多
く
の
燕
が
飛
来

し
、
巣
作
り
を
始
め
ま
す
。
我
先
に
と
巣

の
場
所
取
り
争
い
が
始
ま
り
ま
す
。
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聴
こ

え
ま
す
。

幼
少
の
頃
、
人

家
の
軒
先
に
巣
を

作
っ
て
い
た
こ
と

は
、
今
で
も
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。

弱
い
鳥
は
見
の

安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
必
死
に
知
恵
を
働
か
せ
る
の
で
し
ょ

う
。燕

の
巣
見
上
ぐ
る
子
ら
の
声
響
き

夏
の
時
鳥
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）

５
月
か
ら
6
月
頃
、
越
冬
地
の
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
ま
す
。

昔
か
ら
日
本
人
に
は
大
変
馴
染
み
深
い

鳥
で
、
鳴
き
声
に
も
特
徴
が
あ
り
、

「
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
」
と
か
「
特
許

許
可
局
」
と
い
っ
て
鳴
き
ま
す
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
は

カ
ッ
コ
ウ
科
の
特

徴
で
あ
る
托
卵
習

性
（
自
分
で
巣
を

つ
く
ら
ず
、
他
の

鳥
の
巣
に
卵
を
産

ん
で
育
て
て
も
ら

う
）
を
持
ち
、
仮

親
と
し
て
卵
が
同

じ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

色
の
ウ
グ
イ
ス
の

巣
の
中
で
育
つ
こ

と
が
多
い
よ
う
で

す
。清

和
台
で
は
、
岩
根
山
、
虫
生
の
森
で

昼
、
夜
、
鳴
き
声
が
聞
け
ま
す
。

時
鳥
鳴
き
て
稜
線
濃
い
か
り
け
り

秋
の
鷹
（
タ
カ
）

鷹
は
秋
に
な
る
と
、
「
鷹
柱
」
と
呼
ば

れ
る
形
に
な
っ
て
集
ま
り
南
の
国
へ
と
渡
っ

て
行
き
ま
す
。

こ
の
「
鷹
柱
」
と
は
、
鷹
な
ど
の

仲
間
が
南
へ
帰
る
際
、
省
エ
ネ
の
た
め

上
昇
気
流
に
乗
っ
て
、
多
く
の
鷹
が
グ

ル
グ
ル
と
旋
回
し
な
が
ら
空
へ
登
っ
て

い
く
現
象
の
事
を
い
い
ま
す
。
そ
の
重

な
り
合
っ
て
空
高
く
上
が
る
姿
が
ま
る

で
柱
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

「
鷹
柱
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
鷹
柱
は
10
月
ご
ろ
、
関
西
で
は

六
甲
山
系
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
比
べ
数
は
少
な
い
で
す
が
こ
こ
清
和

台
の
ゴ
ル
フ
橋
上
空
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

六
甲
の
秘
密
基
地
よ
り
鷹
柱

冬
の
鴨
（
カ
モ
）

鴨
は
シ
ベ
リ
ア
等
北
方
か
ら
飛
来
す

る
冬
鳥
で
す
。
水
面
が
凍
結
せ
ず
、
餌

が
豊
富
な
日
本
の
池
や
川
等
を
、
安
全

な
越
冬
地
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
こ
こ

清
和
台
の
周
り
を
流
れ
る
猪
名
川
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
観
ら
れ
ま
す
。
着
水
の

様
子
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
着
水
時
の

衝
撃
を
和
ら
げ
る
た
め
、
足
を
二
本
前

に
出
し
水
し
ぶ
き
を
立
て
な
が
ら
着
水

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
水
上
ス
キ
ー

を
連
想
さ
せ
る
印
象
的
な
姿
で
す
。

清
和
台
の
虫
生
川
が
猪
名
川
に
流
れ

込
む
辺
り
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

鴨
着
水
し
ぶ
き
に
姿
隠
れ
を
り

東
４

浅
井

毅

日

時

①
10
月
28
日
（
水
）

②
11
月
４
日
（
水
）

③
11
月
11
日
（
水
）

④
11
月
18
日
（
水
）

い
づ
れ
の
日
に
ち
も

13
時
30
分
～
15
時

講

師

渡
部

由
華
さ
ん
、

羽
田

か
お
る
さ
ん

持
ち
物

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
簡
単
ス
マ
ホ
を
除
く
）

申
込
み

10
月
７
日
（
水
）

９
時
～

７
９
８
‐
１
２
８
０

定

員

先
着
15

人
（
概
ね
65
歳
以
上
が
対
象
）

公
民
館
だ
よ
り

初
心
者
か
ら
の
ス
マ
ホ
講
座
（
笑
顔
ミ
ラ
イ
ち
ょ
き
ん
対
象
）

清
和
台
に
観
ら
れ
る
渡
り
鳥

７
月
号
で
投
稿
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


